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500円

戦
争
法
が
次
々
と
成
立

自
民
党
の
裏
金
づ
く
り
に
端
を
発

し
た
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
が

連
日
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
国
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
か
、
岸
田
内
閣

の
支
持
率
は
低
迷
を
続
け
（
20
％

前
後
で
推
移
）、
４
月
末
に
行
な

わ
れ
た
衆
参
３
補
欠
選
挙
で
は
、

立
憲
の
候
補
が
全
勝
す
る
と
い
う

結
果
ま
で
出
た
。
し
か
し
、
今
国

会
の
動
向
を
見
る
と
、
危
機
・
劣

勢
に
あ
る
は
ず
の
自
民
党
提
出
の

戦
争
推
進
法
が
ろ
く
に
審
議
も
さ

れ
ず
次
々
と
通
っ
て
い
く
非
常
に

危
険
な
事
態
が
進
行
し
て
い
る
。

８
兆
円
を
超
え
る
軍
事
費
を
盛
り

込
ん
だ
24
年
度
予
算
→
３
月
28
日

成
立
、
秘
密
保
護
の
対
象
を
経

済
、
民
間
人
に
ま
で
広
げ
管
理
・

統
制
を
徹
底
す
る
経
済
秘
密
保
護

法
→
５
月
10
日
成
立
、
３
自
衛
隊

を
一
元
的
に
指
揮
す
る
「
統
合
作

戦
司
令
部
」
創
設
を
柱
と
す
る
改

定
防
衛
省
設
置
法
→
５
月
10
日
成

立
、
次
期
戦
闘
機
の
日
英
伊
３
国

共
同
開
発
の
た
め
の
条
約
→
５
月

14
日
衆
院
で
承
認
、
地
方
自
治
の

違
い
が
あ
り
、
こ
の
流
れ
・
変
化

を
そ
の
ま
ま
丸
ご
と
肯
定
は
で
き

な
い
。
だ
が
、
現
在
戦
争
政
策
を

押
し
進
め
て
い
る
勢
力
は
、
中

国
、
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
不

当
な
（
真
実
に
基
づ
か
な
い
）
敵

視
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
テ
コ
に
そ
れ

を
遂
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
３

国
を
敵
視
す
る
策
動
と
の
対
決
は

現
在
の
平
和
運
動
の
最
重
要
な
課

題
だ
。

先
述
の
よ
う
に
帝
国
主
義
の
戦
争

衝
動
は
、
世
界
の
構
造
変
化
に
よ

っ
て
従
来
の
収
奪
基
盤
を
失
う
こ

と
へ
の
恐
怖
に
根
差
し
た
深
刻
な

危
機
意
識
＝
階
級
意
識
に
基
づ
い

て
い
る
。
労
働
者
人
民
を
ほ
し
い

ま
ま
に
搾
取
・
収
奪
で
き
る
体
制

を
手
放
さ
な
い
た
め
に
行
な
う
戦

争
だ
。
こ
こ
か
ら
も
、
資
本
家
の

金
儲
け
の
た
め
に
労
働
者
同
士
を

殺
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
現
代
の
戦

争
の
本
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
労
働
者
・
労

働
組
合
は
階
級
意
識
を
研
ぎ
澄
ま

せ
反
戦
平
和
の
運
動
の
先
頭
に
立

つ
べ
き
な
の
だ
。�

【
大
山
歩
】

入
れ
る
こ
と
が
急
速
度
で
進
ん
で

い
る
。
と
り
わ
け
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
以
降
、
こ
れ
ら
の
諸
国
は
例
外

な
く
格
段
に
軍
事
費
を
増
大
さ

せ
、
先
制
攻
撃
用
の
ミ
サ
イ
ル
や

戦
闘
機
等
の
実
戦
的
配
備
を
本
格

化
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

諸
国
の
間
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
は
日
米
同
盟
を
基
軸
に
ア
ジ

ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
指
向
す
る
諸
国

の
間
で
、
さ
ら
に
双
方
の
垣
根
を

超
え
て
、
軍
事
的
連
携
の
強
化
・

緊
密
化
（
指
揮
系
統
の
統
合
等
）

が
は
か
ら
れ
、
核
攻
撃
を
含
む
よ

り
実
戦
的
な
合
同
演
習
（
戦
争
挑

発
そ
の
も
の
）
が
間
断
な
く
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
諸

国
間
で
の
武
器
輸
出
や
兵
器
の
共

同
開
発
体
制
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

も
一
段
と
進
ん
で
い
る
。

労
働
者
が
反
戦
闘
争
の
先
頭
に

西
側
帝
国
主
義
に
対
抗
す
る
諸
潮

流
に
も
、
さ
ら
に
前
提
と
な
る
対

立
の
基
本
的
構
造
に
も
、
階
級
関

係
に
基
礎
を
置
く
矛
盾
を
含
め
て

検
討
を
要
す
る
問
題
や
捉
え
方
の

国
、
ロ
シ
ア
、
朝
鮮
を
包
囲
し
壊

滅
さ
せ
る
戦
争
政
策
を
押
し
進
め

て
い
る
。
ま
さ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
は
そ
の
よ
う
な
性
格
の
戦
争
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
殲
滅
作
戦
も
大
枠

で
は
同
じ
西
側
帝
国
主
義
の
世
界

戦
略
の
一
環
だ
。

こ
の
米
帝
主
導
の
包
囲
戦
略
に
日

本
を
含
む
同
盟
国
を
こ
れ
ま
で
に

な
く
強
固
に
か
つ
強
権
的
に
組
み

で
）
や
各
種
反
革
命
ク
ー
デ
タ

ー
・
不
安
定
化
工
作
（
カ
ラ
ー
革

命
等
）
を
行
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
こ
ん
に
ち
、
帝
国
主
義
の

人
民
収
奪
と
侵
略
戦
争
に
よ
る
暴

力
的
世
界
支
配
を
打
ち
破
ろ
う
と

す
る
構
造
的
・
歴
史
的
変
化
が
生

じ
て
い
る
。
急
速
に
力
を
増
大
さ

せ
て
い
る
発
展
途
上
国
や
新
興

国
、
社
会
主
義
中
国
、
キ
ュ
ー

バ
、
朝
鮮
、
旧
社
会
主
義
国
ロ
シ

意
志
・
圧
力
が
働
い
て
い
る
。
帝

国
主
義
各
国
を
「
中
国
包
囲
」
の

戦
争
体
制
づ
く
り
に
遮
二
無
二
駆

り
立
て
る
背
景
に
は
、
世
界
の
構

造
変
化
＝
西
側
帝
国
主
義
の
衰

退
・
弱
体
化
に
対
す
る
強
烈
な
危

機
意
識
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
前

後
の
社
会
主
義
世
界
体
制
の
倒
壊

後
、
米
国
を
中
軸
と
し
た
帝
国
主

義
国
は
、
一
元
的
世
界
支
配
（
全

世
界
で
好
き
勝
手
に
労
働
者
人
民

ア
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
共
同
歩

調
を
と
り
、
西
側
帝
国
主
義
の
支

配
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
流
れ

だ
。
そ
し
て
流
れ
の
中
心
に
は
中

国
が
い
る
。
こ
の
大
転
換
を
何
と

し
て
も
食
い
止
め
旧
秩
序
に
必
死

に
し
が
み
つ
こ
う
と
、
西
側
帝
国

主
義
は
、
い
ま
も
絶
対
的
・
圧
倒

的
優
位
に
立
つ
軍
事
力
、
情
報

戦
・
心
理
戦
の
力
を
駆
使
し
て
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
西
か
ら
中

を
収
奪
で
き
る
体
制
）
の
実
現
を

め
ざ
し
、
一
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
称
し
て
、
民
営
化
、
規
制
緩

和
、
階
級
的
労
働
運
動
の
破
壊
を

共
通
の
内
容
と
す
る
新
自
由
主
義

的
な
社
会
・
経
済
秩
序
を
各
国
に

押
し
つ
け
る
と
と
も
に
、
数
々
の

侵
略
戦
争
（
湾
岸
戦
争
、
ユ
ー
ゴ

空
爆
に
は
じ
ま
り
、
ア
フ
ガ
ン
、

イ
ラ
ク
、
リ
ビ
ア
へ
の
侵
略
、
そ

し
て
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
ま

否
定
に
つ
な
が
る
改
定
地
方
自
治

法
案
→
５
月
28
日
、
衆
院
総
務
委

員
会
で
可
欠
、
戦
時
の
食
料
確
保

対
策
定
め
る
食
料
供
給
困
難
事
態

法
案
→
衆
議
院
で
審
議
中
等
で
あ

る
（
関
連
記
事
５
面
）。

軍
拡
の
背
景
に
世
界
の
構
造
変
化

こ
う
し
た
急
速
な
戦
争
国
家
化
の

動
き
に
は
、
米
国
を
中
心
と
す
る

帝
国
主
義
総
体
の
き
わ
め
て
強
い

５
月
１
日
午
後
１
時
半
か
ら
、
労

組
反
戦
行
動
実
行
委
員
会
主
催
の

「
反
戦
メ
ー
デ
ー
・
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
前
行
動
」
が
取
り
組
ま
れ

た
。
降
り
し
き
る
雨
の
な
か
、
大

使
館
近
く
の
歩
道
に
多
く
の
労
働

者
・
労
働
組
合
が
結
集
し
た
。
全

国
一
般
・
全
労
働
者
組
合
の
庄
子

書
記
次
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
な

い
、
労
働
者
階
級
が
８
時
間
労
働

制
を
要
求
し
て
闘
い
、
長
時
間
労

働
の
軛
を
断
ち
切
っ
た
メ
ー
デ
ー

の
歴
史
的
意
義
を
確
認
し
、
今
日

イ
ス
ラ
エ
ル
の
暴
虐
と
闘
う
パ
レ

ス
チ
ナ
人
民
、
万
国
の
労
働
者
と

連
帯
し
闘
お
う
と
訴
え
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
前
へ
移
動
し

始
め
る
と
、
麹
町
署
警
察
官
が
道

路
を
封
鎖
し
た
。
社
民
党
の
福
島

み
ず
ほ
党
首
と
大
椿
ゆ
う
こ
議
員

が
警
察
と
の
交
渉
に
当
た
る
な

か
、
参
加
者
は
抗
議
の
声
を
あ
げ

続
け
た
。
警
察
は
「
代
表
５
人
な

ら
行
か
せ
る
」
と
い
う
意
味
不
明

な
条
件
を
提
示
し
、
そ
の
不
条
理

な
枠
の
な
か
に
わ
た
し
た
ち
の
行

動
を
押
し
込
め
よ
う
と
し
た
が
跳

ね
の
け
た
。
階
級
的
な
国
際
連
帯

行
動
へ
の
違
憲
・
不
法
な
弾
圧
と

断
固
闘
う
、
そ
の
原
則
的
立
脚
点

を
明
確
に
し
た
意
義
あ
る
行
動
だ

っ
た
。
そ
の
原
則
を
守
る
か
ら
こ

そ
、
目
の
前
の
伏
し
目
が
ち
な
警

察
官
た
ち
に
「
わ
た
し
た
ち
と
連

帯
し
て
と
も
に
闘
お
う
」
と
呼
び

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
動
の

終
盤
「
君
た
ち
だ
っ
て
労
働
者
だ

ろ
う
」「
警
察
官
も
労
働
組
合
を

つ
く
る
べ
き
だ
」
な
ど
と
声
を
か

け
る
場
面
が
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
革

命
や
ド
イ
ツ
革
命
の
狼
煙
が
軍
隊

内
と
い
う
国
家
権
力
か
ら
起
こ
っ

た
史
実
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
そ

う
し
た
呼
び
か
け
を
今
後
も
強
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

帝
国
主
義
戦
争
の
現
代

現
在
に
至
る
ま
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル

は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
暴
虐
の

限
り
を
尽
く
し
止
む
と
こ
ろ
を
知

ら
な
い
。
米
国
の
後
ろ
盾
、
第
二

次
世
界
大
戦
以
前
は
英
国
の
そ

れ
、
そ
し
て
追
随
す
る
日
本
を
含

む
西
側
諸
国
の
「
支
持
」
が
イ
ス

ラ
エ
ル
国
家
の
存
在
を
可
能
た
ら

し
め
て
き
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
侵
略

と
そ
れ
に
伴
う
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
中
東
の
橋
頭

堡
と
す
る
こ
と
に
利
益
を
有
す
る

帝
国
主
義
諸
国
が
世
界
シ
オ
ニ
ス

ト
機
構
と
の
連
合
を
結
び
仕
組
ま

れ
て
き
た
階
級
的
攻
撃
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

英
国
と
擬
似
解
放
運
動
と
し
て
の

シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
野
合
の
始
ま

り
は
１
８
３
０
年
代
に
遡
る
。
中

東
の
利
権
を
め
ぐ
り
仏
国
と
競
合

し
た
英
国
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
暴

力
的
な
パ
レ
ス
チ
ナ
入
植
・
占
領

を
軍
隊
を
あ
げ
て
支
援
す
る
の
と

引
き
換
え
に
、
英
国
資
本
の
権
益

を
守
る
「
人
間
の
盾
」
を
得
た
の

だ
。
１
８
９
７
年
政
治
的
シ
オ
ニ

ズ
ム
の
創
始
よ
り
半
世
紀
以
上
前

の
こ
と
で
あ
る
。
英
帝
国
主
義
は

シ
オ
ニ
ス
ト
＝
フ
ァ
シ
ス
ト
と
結

託
し
、「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
と
い

う
少
数
民
族
問
題
を
利
用
し
、
莫

大
な
富
を
は
じ
め
と
し
た
侵
略
的

野
望
を
実
現
し
て
き
た
。
し
か
も

こ
の
英
国
の
手
法
＝
国
家
ご
と

「
の
っ
と
り
」
は
、
19
世
紀
初
め

よ
り
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
侵
略
で

繰
り
返
し
た
手
口
の
中
東
へ
の
応

用
で
あ
る
。「
の
っ
と
り
」
国
家

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
米
国
の
軍
事
・

経
済
・
外
交
援
助
を
受
け
続
け
な

が
ら
現
在
の
蛮
行
を
展
開
し
て
い

る
。
わ
た
し
た
ち
は
２
０
０
年
以

上
そ
の
本
質
を
変
え
な
い
帝
国
主

義
戦
争
・
植
民
地
主
義
の
時
代
を

生
き
て
い
る
の
だ
。

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
責
務

ま
た
、
英
に
つ
づ
き
仏
、
独
、
伊

な
ど
の
国
ぐ
に
も
19
世
紀
後
半
以

降
ア
フ
リ
カ
侵
略
・
植
民
地
支
配

に
乗
り
出
す
が
、
そ
れ
ら
の
本
国

労
働
者
の
多
く
が
植
民
地
政
策
に

反
対
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、
容

認
・
肯
定
し
て
い
っ
た
。
こ
の
史

実
は
過
去
で
は
な
く
、
克
服
さ
れ

て
い
な
い
「
同
時
代
」
の
教
訓
で

あ
る
。「
欧
州
列
強
に
よ
る
広
範

な
植
民
地
政
策
が
と
ら
れ
た
結

果
、
欧
州
社
会
全
体
が
…
…
植
民

地
領
有
的
排
外
主
義
を
感
染
さ
せ

る
物
質
的
経
済
的
基
礎
が
つ
く
り

だ
さ
れ
て
い
る
」（
レ
ー
ニ
ン
１

９
０
７
年
）。
そ
こ
か
ら
ド
イ
ツ

社
会
民
主
党
を
は
じ
め
と
す
る
第

二
イ
ン
タ
ー
主
流
派
に
よ
る
帝
国

主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
の
「
城

内
平
和
」
ま
で
は
一
直
線
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
労
働
者
階
級
が
こ

う
し
た
誤
り
を
み
ず
か
ら
の
大
衆

的
行
動
に
よ
っ
て
た
だ
す
こ
と
が

で
き
ず
、
そ
の
誤
り
に
対
す
る
盲

従
に
陥
っ
た
結
果
、
草
の
根
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
蠢
動
か
ら
台
頭
に
至
る

ま
で
を
許
し
て
い
く
。
そ
れ
は
同

時
期
の
日
本
帝
国
主
義
と
日
本
人

民
に
も
当
て
は
ま
る
過
程
だ
。

現
在
日
本
政
府
・
資
本
は
戦
前
か

ら
の
植
民
地
主
義
を
継
続
・
強
化

さ
せ
、
朝
鮮
・
中
国
へ
の
再
侵
略

を
図
る
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
形
成

を
推
し
進
め
て
い
る
。
続
々
と
起

ち
あ
が
り
始
め
た
世
界
の
労
働

者
・
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
人
民

諸
階
層
と
連
帯
し
、
自
国
の
植
民

地
主
義
を
許
さ
ず
戦
争
政
策
の
足

下
を
く
じ
く
こ
と
が
、
日
本
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
歴
史
的
使
命
で

あ
る
。�

【
米
丸
か
さ
ね
】

HOWS開講講座の高橋美香報告から� ２〜３面２〜３面

ナクバ76周年――PFLPの声明� ４面４面

政治時評＝戦争推進法次々 に成立� ５面５面

豊里友行　宮森小軍機墜落事故65年� ６面６面

福岡で4・28沖縄デー行動集会・デモ� ７面７面

尾澤裁判の控訴審はじまる� ９面９面

「群馬の森」朝鮮人追悼集会� 10面10面

警
察
官
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
加
担
す
る
な
！

５
月
１
日
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
労
組
反
戦
行
動
実
行
委
員
会
主
催
の
「
反
戦
メ
ー
デ
ー
・
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館

前
行
動
」
が
行
な
わ
れ
た
。
マ
イ
ク
を
握
り
警
察
に
抗
議
す
る
の
は
東
部
労
組
の
須
田
光
照
書
記
長
。

新
興
国
の
伸
長
を
前
に
親
米・グ
ロ
ー
バ
ル

な
同
盟
強
化
に
ひ
た
走
る
岸
田
政
権

反
戦
メ
ー
デ
ー
で
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
に
抗
議

自
国
の
戦
争
政
策
阻
止
の
闘
い
を
！


